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新型コロナウイルスに関する最新情報は
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第137回 通常議員総会を開催第137回 通常議員総会を開催
新年度の事業と予算を承認

　当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
来
賓
は
な
く
、
十
分
な

対
策
を
講
じ
て
開
催
し
ま
し

た
。
総
会
は
、
日
本
商
工
会
議

所
会
頭
表
彰
の
表
彰
状
伝
達
に

続
い
て
、
当
所
秋
山
会
頭
の
挨

拶（
別
記
）後
、
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

　審
議
で
は
、
令
和
２
年
度
事

業
計
画（
案
）、
令
和
２
年
度
一

般
会
計
収
支
予
算（
案
）と
中
小

企
業
相
談
所
、
法
定
台
帳
関
係

費
、
特
定
退
職
金
共
済
、
退
職

給
与
積
立
金
の
４
つ
の
特
別
会

計
の
収
支
予
算（
案
）、
令
和
２

年
度
借
入
限
度
額
（
案
）
決
定
、

定
款
変
更
承
認
の
件
を
順
次
審

議
し
、
原
案
通
り
承
認
し
ま
し

た
。　新

年
度
は
、「
新
時
代
で
躍

進
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営

支
援
、
部
会
・
委
員
会
活
動
の

活
発
化
、
運
営
基
盤
の
強
化
を

重
点
活
動
方
針
と
し
て
従
来
の

事
業
と
新
規
事
業
を
組
み
合
わ

せ
て
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
事
業
執
行
に
伴
う
予
算

は
、
６
億
４
千
４
百
万
円
で
す
。

　国
内
の
景
況
に
つ
い
て
は
、

米
中
貿
易
問
題
・
イ
ギ
リ
ス
の

Ｅ
Ｕ
離
脱
な
ど
海
外
経
済
の
不

安
定
さ
に
よ
る
輸
出
産
業
の
減

速
や
、
台
風
19
号
被
害
・
消
費

増
税
に
よ
る
消
費
停
滞
も
あ

り
、
全
体
的
に
は
景
気
回
復
を

実
感
で
き
な
い
期
間
で
あ
っ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
今

年
に
入
り
国
内
で
の
感
染
が
拡

大
し
、
ま
さ
に
国
難
の
事
態
と

な
っ
て
お
り
、
企
業
の
経
済
活

動
は
も
と
よ
り
、
国
民
の
日
常

に
も
大
変
支
障
を
き
た
す
深
刻

な
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
日
立
市
で
も
、
春
の

恒
例
行
事
で
あ
る
日
立
さ
く
ら

ま
つ
り
や
青
年
部
に
よ
る
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
の
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
、

さ
く
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
な
ど
が

中
止
に
な
り
ま
し
た
。
安
心
・

安
全
な
運
営
を
考
慮
し
適
切
な

判
断
だ
っ
た
と
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
１
日
も
早
い
終
息
が
待
た

れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
誰
も
が

衛
生
予
防
に
努
め
る
と
共
に
、

企
業
の
立
場
で
も
協
力
で
き
る

こ
と
は
最
大
限
協
力
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
事
象

を
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み
ま

す
と
、
こ
れ
ま
で
政
府
主
導
の

観
光
経
済
政
策
が
進
め
ら
れ
て

き
て
お
り
、
日
本
全
体
が
訪
日

外
国
人
や
イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ
う

地
域
は
、
元
気
な
街
だ
と
み
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
を

産
業
の
柱
と
し
て
き
た
地
域

は
、
今
回
の
よ
う
な
予
期
せ
ぬ

外
的
要
因
に
よ
り
経
済
基
盤
が

す
ぐ
に
揺
ら
ぐ
脆
さ
を
持
っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま

す
。
や
は
り
産
業
の
原
点
は
も

の
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
に
あ

る
と
、
考
え
な
お
す
良
い
機
会

と
し
て
は
ど
う
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
も
の
づ
く
り
は
工
業

だ
け
に
言
え
る
こ
と
で
は
な

く
、
農
業
で
も
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
で
も
産
業
全
体
に
当
て
は

ま
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

種
で
常
に
良
い
も
の
を
作
る
努

力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
が
、
ゆ

る
ぎ
な
い
産
業
基
盤
を
形
成
す

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
日
立

に
は
今
日
ま
で
磨
き
上
げ
て
き

た
も
の
づ
く
り
の
精
神
を
核
と

す
る
地
域
の
潜
在
力
が
あ
り
ま

す
。
足
元
の
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
日
立
市
と
ベ
ク
ト
ル
を
合

わ
せ
共
に
進
む
こ
と
で
難
局
を

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　今
、
社
会
全
体
が
新
し
い
時

代
に
あ
る
中
、
日
立
商
工
会
議

所
は
基
本
組
織
で
あ
る
部
会
・

委
員
会
を
軸
に
地
域
経
済
の
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
力

強
く
進
め
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
特
に
、
全
会
員
事
業
所

の
８
割
を
占
め
る
小
規
模
事
業

者
に
対
し
経
営
の
基
礎
的
な
支

援
を
丁
寧
に
行
う
と
共
に
、
事

業
承
継
や
創
業
の
相
談
に
も
力

を
入
れ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
小
規
模
事
業
者
を

優
遇
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
大

き
な
企
業
の
足
元
を
固
め
る
た

め
に
も
非
常
に
大
事
な
こ
と
だ

と
捉
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　３月26日、当所で秋山会頭はじめ役員・議員106人（内
委任状出席者51人）が出席して、新年度の事業と予算を決
める通常議員総会を開催しました。

第
１
３
７
回
通
常
総
会

会  

頭  

挨  

拶

令和2年度収支予算総括表 令和2年度収入総予算額 令和2年度支出総予算額

一般会計
200,000
31%

会費
72,600
11%

負担金
4,100
1%

事業収入
90,400
14%

中小企業
相談所
特別会計
94,800
15%

法定台帳関係費
特別会計
5,700　1%

特定退職金共済
特別会計
343,500
53%

共済掛金・
給付金受入
332,000
51%

交付金
74,700
12%

雑収入
1,000
0%

その他
3,640
1%

共済事業給付金
332,000
52%

事業費
57,600
9%

繰入金
26,300
4%繰越金

42,900
7%※単位：千円 ※単位：千円 ※単位：千円

《主な取組み》

　◆商　業　部　会：地域賑わい事業支援、商業環境変化への対応研究

　◆工　業　部　会：生産性向上策の検討、販路拡充活動の積極的支援

　◆建 設 業 部 会：経営力向上支援、若手人材育成支援の充実

　◆金融財務業部会：経営環境に関する情報提供支援と交流事業の推進

　◆観光環衛業部会：賑わい創出事業の実施、関連機関との連携強化

　◆交通運輸業部会：業界イメージアップの研究促進、人材確保対策支援

　◆文化産業部会：部会員の情報交換と交流推進

　◇運 営 委 員 会：地域の要望事項の検討と組織財政基盤強化に関する研究

　◇会員サービス委員会：会員交流・健康経営支援事業の充実、各種検定事業の拡充推進

　◇産業振興対策委員会：地域産業振興に向けた取組策の研究と提言活動の推進

　◇情報化委員会：会員並びに市民に対しての情報発信の調査研究

　◇観 光 委 員 会：観光資源魅力向上の研究、関連団体との連携強化

　■部会・委員会連携事業：部会・委員会の連携による産業活性化に向けた事業の推進

　■記　念　事　業：日立商工会議所創立70周年記念事業

《主な取組み》

（1）組織・財政基盤の強化

（2）提言・要望活動の推進

《主な取組み》

（1）中小企業相談所機能の強化

（2）伴走型による支援事業の充実

新 時 代 で 躍 進
令和2年度　主要事業のポイントと予算

令和2年度スローガン

１．中小・小規模事業者の経営支援

２．部会・委員会活動の活発化

３．運営基盤の強化

３
つ
の
重
点
事
項

（3）関係機関との連携強化

（4）女性会、青年部活動支援

給与費・
福利厚生費
146,800
23%

旅費・
事務　
渉外費
22,260
3%

会館管理・
情報運営費
27,850
4%公課分担金

12,350
2%

繰入金
41,500
6%

644,000千円644,000千円

（3）公的融資・補助制度の利用啓発

（4）事業承継・創業の支援強化

新
時
代
で
躍
進

新
時
代
で
躍
進
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業
基
盤
を
形
成
す

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
日
立

に
は
今
日
ま
で
磨
き
上
げ
て
き

た
も
の
づ
く
り
の
精
神
を
核
と

す
る
地
域
の
潜
在
力
が
あ
り
ま

す
。
足
元
の
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
日
立
市
と
ベ
ク
ト
ル
を
合

わ
せ
共
に
進
む
こ
と
で
難
局
を

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　今
、
社
会
全
体
が
新
し
い
時

代
に
あ
る
中
、
日
立
商
工
会
議

所
は
基
本
組
織
で
あ
る
部
会
・

委
員
会
を
軸
に
地
域
経
済
の
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
力

強
く
進
め
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
特
に
、
全
会
員
事
業
所

の
８
割
を
占
め
る
小
規
模
事
業

者
に
対
し
経
営
の
基
礎
的
な
支

援
を
丁
寧
に
行
う
と
共
に
、
事

業
承
継
や
創
業
の
相
談
に
も
力

を
入
れ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
小
規
模
事
業
者
を

優
遇
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
大

き
な
企
業
の
足
元
を
固
め
る
た

め
に
も
非
常
に
大
事
な
こ
と
だ

と
捉
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　３月26日、当所で秋山会頭はじめ役員・議員106人（内
委任状出席者51人）が出席して、新年度の事業と予算を決
める通常議員総会を開催しました。

第
１
３
７
回
通
常
総
会

会  

頭  

挨  

拶

令和2年度収支予算総括表 令和2年度収入総予算額 令和2年度支出総予算額

一般会計
200,000
31%

会費
72,600
11%

負担金
4,100
1%

事業収入
90,400
14%

中小企業
相談所

特別会計
94,800
15%

法定台帳関係費
特別会計
5,700　1%

特定退職金共済
特別会計
343,500
53%

共済掛金・
給付金受入
332,000
51%

交付金
74,700
12%

雑収入
1,000
0%

その他
3,640
1%

共済事業給付金
332,000
52%

事業費
57,600
9%

繰入金
26,300
4%繰越金

42,900
7%※単位：千円 ※単位：千円 ※単位：千円

《主な取組み》

　◆商　業　部　会：地域賑わい事業支援、商業環境変化への対応研究

　◆工　業　部　会：生産性向上策の検討、販路拡充活動の積極的支援

　◆建 設 業 部 会：経営力向上支援、若手人材育成支援の充実

　◆金融財務業部会：経営環境に関する情報提供支援と交流事業の推進

　◆観光環衛業部会：賑わい創出事業の実施、関連機関との連携強化

　◆交通運輸業部会：業界イメージアップの研究促進、人材確保対策支援

　◆文化産業部会：部会員の情報交換と交流推進

　◇運 営 委 員 会：地域の要望事項の検討と組織財政基盤強化に関する研究

　◇会員サービス委員会：会員交流・健康経営支援事業の充実、各種検定事業の拡充推進

　◇産業振興対策委員会：地域産業振興に向けた取組策の研究と提言活動の推進

　◇情報化委員会：会員並びに市民に対しての情報発信の調査研究

　◇観 光 委 員 会：観光資源魅力向上の研究、関連団体との連携強化

　■部会・委員会連携事業：部会・委員会の連携による産業活性化に向けた事業の推進

　■記　念　事　業：日立商工会議所創立70周年記念事業

《主な取組み》

（1）組織・財政基盤の強化

（2）提言・要望活動の推進

《主な取組み》

（1）中小企業相談所機能の強化

（2）伴走型による支援事業の充実

新 時 代 で 躍 進
令和2年度　主要事業のポイントと予算

令和2年度スローガン

１．中小・小規模事業者の経営支援

２．部会・委員会活動の活発化

３．運営基盤の強化

３
つ
の
重
点
事
項

（3）関係機関との連携強化

（4）女性会、青年部活動支援

給与費・
福利厚生費
146,800
23%

旅費・
事務　
渉外費
22,260
3%

会館管理・
情報運営費
27,850
4%公課分担金

12,350
2%

繰入金
41,500
6%

644,000千円644,000千円

（3）公的融資・補助制度の利用啓発

（4）事業承継・創業の支援強化

新
時
代
で
躍
進

新
時
代
で
躍
進
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● 令和2年度事務局体制 ●

総　務　課

課長　山口　和子

　　　鈴木　　均

主任　大場　沙織

　　　大森友梨香

会員サービス並びに工業課

課長　鈴木　聡司

　　　山田　芳靖

　　　河井　優也

嘱託　小薗　秀一

ＰＴ　宮本　明美

ＰＴ　五十嵐明美

商業観光課

課長　鈴木　茂夫

　　　橋本　正大

　　　山形　奈々

経営支援課

課長　四倉　佳子

　　　谷中　信一

主任　根本　可奈

　　　根本　康寛

　　　朝日　菜摘

ＰＴ　樫村　博子

総　務　部

部長　鈴木　聡司

中小企業相談所

所長　鈴木　茂夫

理事・事務局長

根本　伸一

専務理事

鈴木　　昇

課長
代理

課長
代理

課長
代理

3
月
の
常
議
員
会

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介

　３
月
11
日
、当
所
で
常
議
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　協
議
事
項
で
は
２
月
の
新
入
会

員（
別
記
）を
承
認
。次
に
３
月
26

日
開
催
の
第
１
３
７
回
通
常
議
員

総
会（
関
連
記
事
②
③
面
掲
載
）に

付
議
す
る
令
和
２
年
度
事
業
計
画

（
案
）、一
般
会
計
と
特
別
会
計
収

支
予
算（
案
）、令
和
２
年
度
借
入

限
度
額（
案
）、定
款
の
一
部
変
更

の
件
、当
所
経
営
安
定
特
別
相
談

室「
商
工
調
停
士
」の
委
嘱
案
に
つ

い
て
協
議
し
、す
べ
て
承
認
し
ま

し
た
。ま
た
、理
事
選
任（
別
記
）に

つ
い
て
も
協
議
し
、根
本
伸
一
事

務
局
長
が
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。な
お
、任
期
は
令
和
２
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
４
年
10
月
31
日
ま

で
で
す
。

落
合
工
業（
土
木
工
事
業
）

　か
み
あ
い
町
３

－
３

－

９

ク
ン
シ
ャ
ー
ン

　タ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン

（
飲
食
業
）

　多
賀
町
１

－

３

－

６

衣
さ
ん
の
店（
飲
食
業
）

　旭
町
２

－

２

－

３

　ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を
4/15～6/30に実施いたします。本キャンペーンは、『商工
会議所福祉制度』を会員の皆様にご理解いただき、会員事
業所の福祉向上にお役立ていただくことを主な目的としてい
ます。
　『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障
や退職金準備他、入院・介護・老後に備えた様々な保障
ニーズにお応えするものです。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員が
お伺いした際には、是非ご協力いただきますようお願い申し
あげます。

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会議所およびアクサ生命保険株式会社
　により運営されている組織です。

問合せ先：会員サービス並びに工業課　０２９４－２２－０１２８

『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ

　報
告
事
項
で
は
、櫻
井
金
融
財

務
業
部
会
長
か
ら「
宇
都
宮
商
工

会
議
所
視
察
研
修
会
」、白
土
会
員

サ
ー
ビ
ス
委
員
長
か
ら「
会
員
交

流
会
」、吉
成
青
年
部
会
長
か
ら

「
就
活
フ
ェ
ス
i
n
ひ
た
ち
合
同

企
業
説
明
会
」と「
第
８
回
常
陸
ノ

国
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
」中
止
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

理事（兼 事務局長）

根本伸一

▶ 新役員紹介 ◀
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日立商工会議所の動き3月3月
３月 2 日 確定申告無料相談（～16日）

３月 4 日 正副会頭会議

 日立市地域ブランド推進協議会

 認定審査会

３月10日 無料法律相談

３月11日 正副会頭と７部会長５委員長会議

 常議員会

３月12日 経営安定特別相談室

３月23日 ひたちものづくり協議会臨時幹事会

３月26日 第137回通常議員総会

　３月26日、第137回通常議員総会において、常議員の磯﨑公郎氏（40年）と佐藤泰博氏（20年）

が日本商工会議所永年勤続議員表彰を受けました。磯﨑氏は昭和54年６月に議員、昭和63年

６月から常議員として40年。佐藤氏は平成10年11月に議員、平成24年３月から常議員とし

て20年に亘り、商工会議所活動にご尽力されております。

　磯﨑氏は「議員になりたての頃に、会頭立候補者が２名出て会員企業が二手に分かれ大変な思

いをしたのも、今思うと良い思い出。その

後バブル景気への成長時代に入り、日立市

の工業出荷額が一番多かった頃で忙しかっ

た。現在の出荷額は当時の６割程度。人口

減少の時代になりこれまでのものづくりだ

けでなく、ＩＴ分野を増加してはどうかと

思っている。企業の誘致なども含めた日本

版シリコンバレーを目指すのも良いのでは

ないだろうか。この地域には技術者が揃っ

ており十分可能であると思う。」と思い出を

交えて語っていただきました。

常議員 磯﨑 公郎 氏
佐藤 泰博 氏 日本商工会議所会頭表彰を受賞！

茨城電機工業株式会社

取締役会長　磯﨑　公郎 氏

ブルーバード学園

理事長　佐藤　泰博 氏
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３月 4 日 正副会頭会議

 日立市地域ブランド推進協議会

 認定審査会

３月10日 無料法律相談

３月11日 正副会頭と７部会長５委員長会議

 常議員会

３月12日 経営安定特別相談室

３月23日 ひたちものづくり協議会臨時幹事会
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　３月26日、第137回通常議員総会において、常議員の磯﨑公郎氏（40年）と佐藤泰博氏（20年）

が日本商工会議所永年勤続議員表彰を受けました。磯﨑氏は昭和54年６月に議員、昭和63年

６月から常議員として40年。佐藤氏は平成10年11月に議員、平成24年３月から常議員とし

て20年に亘り、商工会議所活動にご尽力されております。

　磯﨑氏は「議員になりたての頃に、会頭立候補者が２名出て会員企業が二手に分かれ大変な思

いをしたのも、今思うと良い思い出。その

後バブル景気への成長時代に入り、日立市

の工業出荷額が一番多かった頃で忙しかっ

た。現在の出荷額は当時の６割程度。人口

減少の時代になりこれまでのものづくりだ

けでなく、ＩＴ分野を増加してはどうかと

思っている。企業の誘致なども含めた日本

版シリコンバレーを目指すのも良いのでは

ないだろうか。この地域には技術者が揃っ

ており十分可能であると思う。」と思い出を

交えて語っていただきました。

常議員 磯﨑 公郎 氏
佐藤 泰博 氏 日本商工会議所会頭表彰を受賞！

茨城電機工業株式会社

取締役会長　磯﨑　公郎 氏

ブルーバード学園

理事長　佐藤　泰博 氏
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小規模事業者の販路開拓等の取り組みを支援する!!

「小規模事業者持続化補助金〈一般型〉」公募中!
ポイン

ト  本補助金は、持続的な経営に向けた経営計画に基づく、小規模事業者の
地道な販路開拓などの取組やあわせて行う業務効率化（生産性向上）の取
組を支援するため、原則50万円を上限にした補助金です。

〇第2回受付締め切り：令和2年  6月5日（金） 
〇第3回受付締め切り：令和2年10月2日（金）
〇第4回受付締め切り：令和3年  2月5日（金）

※詳しくはホームページをご確認ください。※詳しくはホームページをご確認ください。

相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。

今 月 の 融 資 制 度 利 率今 月 の 融 資 制 度 利 率

○利　　率
○利子補給
○限 度 額　
○返済期間

1.11％
1.00％
1,000万円
運転・設備7年

1.21％
1.00％
2,000万円
運転・設備7年

1.21％
1.10％
2,000万円

運転7年　設備10年

【自治金融】 【振興金融】

（令和2年4月1日現在）（令和2年4月1日現在）

【マル経制度】

　当所では、小規模事業者を対象に日計表のつけ方や、従業員の源泉徴収の方法などのお手伝
いをしています。
　この事業は、担当者が事業所の都合に合わせて訪問し、経営者（またはご家族）が
記帳や経理について理解し、ご自身で記帳が出来るように行っているものです。
【申し込み対象】
●従業員数が20名以下（卸・小売・サービス業は５人以下）の個人事業所
●税理士の関与を受けていない事業所

記帳指導を希望する事業所を募集します

 ■ ■ ■  問合せ　経営支援課  ■ ■ ■ 

期間は原則3年間

★募集期間

・常時使用する従業員の数
・商業、サービス業5人以下
　（宿泊・娯楽業は20人以下）
・製造業、その他　20人以下

・補助率　補助対象経費の2/3以内
・補助上限額　50万円
　（例：75万円以上補助対象経費の場合は
　　　 最大50万円補助）

・計画の作成や販路開拓等の実施の際、商工会議所の指導や助言を受けられます。

※詳しくは「持続化補助金」で検索 ! 持続化補助金

⑦　第1652号　（毎月20日発行） 令和2年4月20日

融資の種類
現行の据置期間

運転資金
自治金融 なし 6か月 12か月 12か月
振興金融 なし 12か月 12か月 12か月

設備資金 運転資金 設備資金
変更後の据置期間

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた
市内の中小企業・個人事業主向けの支援制度

日立市からのお知らせ

借入に係る利子や保証料への補助を行うなど、円滑な
資金繰りを支援します

　新型コロナウイルス感染症により、売上の減少や事業縮小などの影響を受けた市内の中小
企業者や個人事業主向けに、資金繰りや雇用維持のための支援を行います。

（※）は市の認定が必要
です。また、対象となる融
資や、その内容は変更と
なる場合があります。
詳細は市のHPをご覧く
ださい。 

　手元資金の確保と円滑な資金繰りを支援するため、
運転資金の返済に新たな据置期間を設けます。

　金融支援制度を利用した借入の際に、所有不動産
を担保にした（根）抵当権を設定するためにかかる司
法書士手数料、登録免許税などの費用を補助します。 

円滑な資金繰り
への支援

事業の縮小や小学校の休校などで従業員に有給休暇を与えた
市内の中小企業及び小学校の休校に対応した保護者である
個人事業主に対する支援を行います

雇用を守る取組
への支援

金融機関から借入する資金の利子補給・保証料補給

自治・振興金融返済に係る据置期間の設定など

区分

日本政策金融公庫

茨城県

市中金融機関

補助対象の融資など
セーフティネット貸付
新型コロナウイルス対策マル経
衛生環境激変対策特別貸付
パワーアップ融資（※）
一般融資（セーフティネット保証・
危機関連保証活用）（※）

金利
1.91%
0.31%
1.91%
1.3～1.6%
金融機関
による

利子補給

3年間

3年間（県全額）

3年間

保証料補助

公庫保証

全額（県1/2）

全額

借入の際の担保設定に要した費用の補助

補助限度額　300,000円

※国（経済産業省・厚生労働省）が実施する新型コロナウイルス感染症に関連した支援策に変更があった場合、内容が変更となる
　場合があります。

https：//www.city.hitachi.lg.jp/jigyo/004/001/p084509.html

※国及び県の支援制度については、各ホームページをご覧ください。
【経済産業省】

制度
国補助 市補助

補助率 限度額 限度額

①雇用調整助成金への上乗せ補助
4/5（中小）、2/3（大企業）
※解雇を行わない場合は、
9/10（中小）、3/4（大企業）

従業員１人当たり
１日8,330円

従業員１人当たり
１日4,100円

②小学校等の臨時休業に伴う休暇取得支
　援補助 10/10 従業員１人当たり

１日8,330円
従業員１人当たり
１日4,100円

③小学校等の臨時休業
に伴う個人事業主へ
の休業支援補助

委託を受ける
個人事業主 （定額） 1日4,100円 1日2,100円

上記以外の個人
事業主 対象外 1日4,100円

https：//www.meti.go.jp/

【茨　城　県】https：//www.pref.ibaraki.jp/
【厚生労働省】https：//www.mhlw.go.jp/

市のホームページ
QRコード


